美しい朝
　
　
龍之介＃３２
　
　
　晴れ渡った空の下、練兵場には今日も兵達の声と、それを指導する女性教官の声が響いていた。
「ほらっ、足止めない！　そんなんじゃ、いざっていうときに逃げることも出来ないよ！」
　彼女は槍を構えた新兵の背後に素早く回り込むと、模擬刀での一撃を脇腹に叩き込んだ。
「ぐっ……」
　たまらず膝を突く。槍を支えに体制を保っているが、息は上がり、立ち上がることは出来そうにない。
「……まったく、だらしないねぇ。もっと鍛えときな。ほら次っ！　こっちはまだまだいけるよ！」
　ママトト軍教導隊隊長、ミュラ・カースンは腰に手を当て、練兵場を見渡しながら叫んだ。殆どの者は一様に疲れた表情をしているが、その中にも「よし！」と自らを奮い立たせて挑んでくる者がまだいた。ミュラは口元に満足そうな笑みを浮かべ、模擬刀を構えた。
　
　
　ママトトによる大陸統一から早五年。現在の軍は戦時中より大きく形を変えた。マイトレアやエイベルが中心となって行ったキッズシステムの改良は、キッズの能力強化や安定した増産につながった。そのため、通常一兵卒が負うような、警備やモンスターとの小規模な戦闘といった役割は全てキッズに任せることが可能になり、人間の兵にはその指揮と、いざという時の個人戦闘能力が重視されるようになった。いきおい、採用される新兵の数はそう多くなく、採用された暁には一隊の長となるべく厳しい教育と訓練を施されるようになった。それを担うのが教導隊であり、ミュラはその初代、且つ現役の隊長である。
　
　
（ここまで……かな？）
　ふっと一息つくと、ミュラは模擬刀を鞘に収めた。
「訓練終了！　解散してよし！」
　ミュラの声が響くが、返事はまばらだった。まして、歩き出す者は一人していない。何とか気力で立っていた者も、ぐったりと座り込んでいる。
　ミュラを含めた教導隊の面々のみが、彼らを横目に城内へと引き揚げていく。新兵が採用されてから暫くはこういった光景が続き、やがて、解散と同時に食堂へ駆け出せるようになる頃、彼らは各地へと配備されることになる。
　
　
　横髪を手で押さえ、ミュラは上向きの蛇口から湧き出す水に口を付けた。勢いよく数回喉を鳴らし、渇きを癒すと、ぷはっと息を吐き、手の甲で口元をぬぐった。
「相変わらずの鬼教官っぷりだな」
　歩き出そうとしたミュラに、横から話しかける者がいた。
「若いのがだらしないだけだよ。国を守ろうってんだから、もっと気合い入れてもらわなきゃね……」
　カラッとした声音で言いつつ振り向くと、窓から差し込む光に黄金色の髪をよりいっそう輝かせた美丈夫がそこに立っていた。
「ピッテン……一年ぶりかね？」
「そのようだ」
　革袋を担いだピッテンは、窓の外の景色を見つめるように横を向いた。
「ほんっとに……」
　ミュラは、わざとらしく大きな溜め息をついた。
「可愛い恋人をほっといて、どこほっつき歩いてたんだい？」
　
　

　
　
　その後、ピッテンは城下町で用があると言ってすぐに別れ、その用を終えて彼がミュラの自室を訪ねた時には、夜はずいぶんと更けていた。
「飯は食べてきたんだろ？」
　ピッテンを中に招き入れたミュラは、その足で台所に入った。
「ああ」
　短く答えながら、食卓に着く。
「一年前と、何も変わってないんだな」
　ピッテンが部屋を見回す。その目が捉えた光景は旅に出る前と全くと言っていいほど変わっていない。彼の座っている席も以前のままだ。
「模様替えする暇なんか、ありゃしないよ」
　フライパンで軽く炒めたウィンナーと、ビールの瓶を手に、ミュラが台所から出てきた。
「ほい」
　それらをテーブルに置き、食器棚から取り出したグラスを手に、ミュラもピッテンと向かい合うように座る。
「で、本当にこの一年どうしてたか、話してもらいましょうか？」
　ビールをピッテンのグラスに注ぎながら、近づいた顔で軽く睨む。
「行く前に説明したと思うが？」
　ママトト軍の鬼教官に睨まれても、黄金騎士の表情は揺らがない。涼しげに目を伏せながら、一息でグラスの半分ほどを空ける。
「それにしたって、一年も音信がないってのはあんまりじゃないかい？」
　ミュラも自分のグラスにビールを注ぐと、その半分以上を胃に流し込んだ。
「結構な間、モンスター界にいたからな。その前後もそれなりに忙しかったし」
「ああ、迷宮探索するって言ってたね」
　出発する前の話を思い出す。
　
　終戦後、ピッテンはそのままママトト軍の将軍として残った。ママトトの統治を好ましく思わない小国や地方領主に対する、最後の手段としての武力制圧。その際の指揮が主な役割だった。そして時には、自ら前線に立って剣を振るった。大陸一の剣士、リックと組んでの突撃は、向こうがどんな強力なモンスターを傭兵に雇おうとも負け知らずだった。
　その連戦連勝の軍の評判に加え、内政においても民の生活を重視した執政によって信頼を得ていったママトトに、いつしか反旗を翻す者はいなくなっていた。
　その過程で軍も再編されることになり、誰に言われるでもなく、ピッテンは軍を去った。それでも剣を置こうという気にはなれず、終戦後間もなくの頃から付き合っていたミュラを置いて、迷宮探索をすると言って旅に出たのだった。
　
「何でまたいきなり……とは思ったけどね」
　二杯目のビールに口を付ける。
「傭兵をする前は迷宮探索を生業にしていたんだ。いわゆる冒険者ってやつさ。あの鎧もその時に手に入れた物だ」
　ウィンナーを口にし、ピッテンは美味しそうに目を細めた。
「へぇ、初耳だね。それが何でまたジグマソンなんかにいたんだい？」
「恩義さ。モンスター界でしくじって命からがらジグマソンの領地に逃げ込んだ。その時、傷だらけで道端に倒れていた俺を介抱してくれたのが、ちょうど遠征から戻ってくる途中のジグマソン軍だった。そのまま入隊して、いつの間にかそれなりの立場になっていたってわけさ。バショウが代表になった時、辞めるつもりだったんだがな……」
　グラスを傾け、最後に残ったビールを飲み干す。間髪を置かずに、ミュラが二杯目を注ぐ。
「無理だったってことだね？　あの時ママトトと戦ったんだから」
「ああ。辞めると言ったんだが、大金で雇われた。半強制的にな。ブーロンとの国境に古参の、恩義のある将と一緒に配備されて、しかも十分な兵を与えられなかった」
　ピッテンが苦い顔をする。
「そこで辞めたら国境は突破され、恩人の命はどうなるか分からない……いやらしいやり方だね」
　ミュラも顔を曇らせ、溜め息をつく。
「そういうわけさ。でも、それで残ったからこそ、ママトト軍に入れて、こんなに素敵な恋人も得ることが出来たんだ。その点には感謝してる」
　ピッテンは、ミュラの目を真っ直ぐに見つめていた。
「ふふっ……上手いこと言うねぇ」
　照れたように目を伏せて、ミュラは二杯目のビールを飲み干した。
　
　
「肝心の迷宮探索の方はどうだったい？　何か収穫でもあった？」
　再び台所に入ったミュラが、ウィスキーの瓶とチーズとナッツを持った皿を手に戻ってきた。
「自分の剣の腕前がまだまだ捨てたもんじゃないって分かったのが一番の収穫かな。後はアイテムが幾つか……そう、魔力が篭もった物もあったから、カバッハーン翁に鑑定して貰いに行ったんだ」
「懐かしい名前が出てきたね。息災だった？」
　終戦と同時にまた隠居生活に戻った雷帝の名前を聞き、ミュラの顔がほころぶ。
「変わらずさ。声の大きさも張りも昔のまま。バレス翁と一緒に楽しそうにやってたよ」
「そうか……何より何より」
　ウィスキーに口を付けながら、ミュラは目を細めた。
「他には？　まさか一年間ずっとモンスター相手に戯れてたんじゃないんだろ？」
「はは……そうだな……確かに色々と見て回ったよ。以前に武力で制圧した地方にも行ったし、旧ジグマソン領の自分が配備されていたところにも行って、昔の馴染みに会ったりもした」
　ピッテンはグラスを小さく振って、カラカラという音とともに波打つ琥珀色をした水面を見ながら話した後、静かにくいっと一口、ウィスキーを煽った。
「ふぅん……それなりに有意義だったみたいだね」
「……ああ」
　手に持ったままだったグラスをテーブルに置く。コトッとガラスと木が触れる音がして、中の氷の一つが爆ぜるような音が、その後に続いた。
「それと……ナナスに会った」
　ピッテンは、ミュラの顔を見ていた。が、そこには別段何の変化もない。自分の惚れた、涼しげで心地よい笑みを浮かべた表情がそこにあった。
「元気にしてたかい？」
　一拍の間を置いて、ミュラが言葉を発する。声音や口調にも微塵の乱れもない。
「アーヴィは？　一緒だった？」
　返答を待たずに、質問を並べる。
「ああ」
　その両方に対するピッテンの言葉に、
「……うん」
　ミュラは、満足そうに頷いた。
　
　皿に残ったチーズは残り一切れになり、グラスに注がれた二杯目のウィスキーも半分ほどに減った頃、すぅっと、ピッテンは小さく息を吸い込んだ。
「……さて、名残惜しいんだが……」
　ためらいがちに、ピッテンが切り出す。
「なんだい……まだそんな時間じゃないだろう？　久し振りの再会なんだ。もうちょっとゆっくりしていきなよ」
　実際、いつも二人で呑むときはもっと遅くまでいることが常だった。底なしのミュラに対して酒量こそ少なかったが、お互いに「もういいだろう」と思うまでは杯を傾けていたものだった。
「ゆっくりしたいのはやまやまなんだが、明日の早朝にここを発つことになっているのでな」
「ずいぶん急なんだね」
　残った一切れを口に放り込む。ミュラも無理に引き留めようという気はなかった。
「さっきは話さなかったが、カバッハーン翁にモンスター退治を頼まれていてな」
「へぇ……あの爺さんが相手出来ないなんて、ずいぶん難儀そうじゃないか」
　カバッハーンの強さは、ミュラも共に戦ったのでよく分かっている。その気になれば、小規模な要塞程度なら一人で制圧出来るのではなかろうかというほど、桁外れの力だった。
「いや、モンスター自体はそれ程でもないんだが、長く張られていた雷のカーテンの影響で、電撃に対して異常な抵抗力を持っているらしい。それが今住んでいる迷宮の隣りに勝手に住み着いた、と。バレス翁が頑張ってくれているそうだが、駆逐するまでには至ってないらしい。アイテム鑑定のついでに、目障りだから退治してくれ、と頼まれたというわけさ」
「なるほどね。で、装備を調えに戻ってきた……と。昼間街に行ってたのはそういうわけだね」
　ミュラの言葉に、ピッテンが頷く。
「察しがよくて助かる」
　残った酒をミュラがぐいっと飲み干す。
「そういうわけじゃ、早い方がいいね。……行ってきな」
「……すまんな」
　言いづらそうな顔でそう言うと、ピッテンも立ち上がりながら最後のウィスキーを口に入れる。
「見送りに行くよ。いつ頃出るんだい？」
　ミュラも立ち上がる。
「日が昇る頃……だな」
「ＯＫ」
　いつも通りのキレのある声で、ミュラが返す。
「それじゃ、また明日」
「ああ……また、な」
　振り向きざまに応え、金色の髪をなびかせながら、ピッテンはミュラの部屋をあとにした。
　
　

　
　
　翌朝。辺りを包む澄んだ空気が薄い蒼色に染まる頃、ミュラは門の脇の城壁に背をもたれていた。
（まだ……もうちょっとかな？）
　空の明るさを見ながら、そう考える。早く来すぎた気がしないでもないが、出発に間に合わないよりはずっといい。
（ま、待ってりゃ来るか……）
　腕を組んで、目を閉じる。
（そういえばあの日も、こうして待ってたっけ……）
　
　朝はまだ肌寒く感じる季節だった。隠しているつもりでもまったく隠せていないナナスの出奔する日をその日と確信し、夜が明けようという頃から外で待っていた。
　腕を組んで、目を閉じて、何とか自分の心に蓋をしようとしていた。アーヴィのナナスへの想いを知っていたから、それを押し退けてまで自分の気持ちを優先しようという気には全くなれなかった。あの娘は、きっと自分の何倍も辛い想いを抱いていたはずなのだから……だから、アーヴィにはこれからずっと、笑って過ごして欲しい……そう、ナナスの横で。
　そう思ったからこそ、蓋をして、鍵をかけて、他の誰かと付き合うことでその気持ちを忘れようとしたのだ。あれから五年経った今でも、その選択は間違ってなど……
　
　あの時と似た状況に身を置いたからだろうか。忘れていた……いや、忘れていたかった記憶が、胸の底に空いた微少な穴からゆっくりと、だが確実に滲み出てくる。
（ナナス……）
　目を閉じたまま空を仰いで、長い溜め息を一つ、吐き出す。
「ミュラ」
　名を呼ばれる。温かくて、やわらかくて、ちょっと気弱なところがあって、それでいて意志の強い……聞き慣れた声で。
　目を開ける。銀色の髪の青年が、朝日の中に立っていた。
　
　

　
　
　あの日の朝、彼は目を細めながら、昇り始めた太陽を背にしたママトトと、そして彼女と対していた。その日は快晴で、山の稜線から差してくる旭光は暖かく、そして眩しかった。
「いつまでも、待ってるから」
　そう言った彼女の顔を、彼は真っ直ぐな瞳で見つめていた。だが、彼の目ははっきりと動く意志の強い口元を認めただけで、「一緒に行く」とも言わず、強く引き留めもしなかった彼女の表情や、瞳や、もしかしたら、理性の隙間から抑え切れずに滲み出ていたかも知れない、ごく小さな感情の発露を、逆光の中で捉えることは出来なかった。
　そのことが、五年経った今でも彼の心に鎖のように絡みつき、ことあるごとに、心臓を締め付けられるような痛みを彼に与えていたのだった。
　
　そして彼は今、昇り始めた太陽の、生命力に溢れる暖かさを背中に感じながら、かつて自分が指揮した要塞を中央にして広がる都市と、片時も忘れることなどなかった想い人、そして、それらに、そして自分自身にも平等に降り積もった五年という歳月と対していた。
　
　
「ひさしぶり」
　ミュラが発した一言は、ナナスの心を一瞬にして五年前に引き戻す。
「帰って……来たよ」
　深呼吸をするように、あの頃と変わらない口調で、ナナスはそう告げた。
　
　遠くから、目覚め始めた小鳥たちのさえずりが聞こえてくる。
「悪いんだけど……」
　ほんの数秒、無言で向き合っていたが、ミュラがそう切り出す。
「彼氏を待ってるんだ。積もる話もあるし、昔の馴染みを呼んで盛大にやりたい所なんだけど……ちょっとだけ待ってくれる？」
　最初の一言は、その数秒の間に、ナナスから切り出されるであろうことを察してのものに思えた。
「ピッテンさんでしょ？」
　ナナスの声音は微塵も揺らがない。返答の必要性もない、既知の事実を確認しただけ、という口調だ。
「知ってたんだ……って、そうか。少し前にピッテンと会ったんだってね？　その時か……」
　ナナスが頷く。
「殴られそうになったけどね」
「はぁ？」
　微笑みながら続けられた言葉に、ミュラが頓狂な声を上げる。
「正直に言ったんだ。僕の気持ちを、真っ直ぐに。そしたら……人の女を横から奪うんだ。一発ぐらい殴らせてもらうぞ、って」
「まったく……肝心な女の方の気持ちは無視かい？」
　聞こえるか聞こえないかほどの小さな溜め息が、ミュラの口から漏れる。
「それくらいの覚悟があるかってことを言ったんだと思うよ。一発殴られるくらい……ミュラを諦める痛みに比べれば……」
　そう言いながら、ナナスは真っ直ぐに彼女の顔を見ていた。ミュラの目がすっと細められる。
「なるほどね」
　そして一瞬間、伏せられる。
「ここでじっとしててもピッテンは来ない……いや、来るのはずいぶん後、だね？」
　ナナスが無言で頷く。その顔には、悪戯を見つけられた子供のような苦笑いがわずかに覗いていた。
「一日だけっていうのは不自然だと思ったんだ。準備があるにしてももっと余裕をもって計画を立てるはずだし、余裕がないんだったらわざわざここに寄る必要はないしね。……つまり、今朝、こうして私とナナスを引き合わせるための帰国だったってわけか」
　そこまで言って、ミュラは視線を上に移した。
「私に会うために、忙しい中来てくれたんじゃないか、とも思ったけど……自惚れだったってことか……」
「そんなことないよっ！」
　寂しそうな目を見せたミュラに、ナナスの声が飛ぶ。その声の大きさと勢いに、ミュラが驚いたように目を見開いた。
「そんなことない……ピッテンさんはミュラをとても大切に思ってる。僕に殴らせろって言った時の目、本気だった。それに昨日だって……本当はすぐにカバッハーンさんの頼みを果たしたかったのを、頭を下げてここに寄らせてもらったんだ。最後に、ゆっくり話がしたいからって……」
　一息にそこまで言った後、今度は意を決したように、ゆっくりと口を開いた。
「……でも、ピッテンさんより僕の方が……」
「言わないで」
　やわらかで、それでいて有無を言わせない。そんな声音で、ナナスの言葉は遮られた。
「ナナス。あんたには同じようにあんたを大切に思ってる娘がいるじゃない。その娘の……アーヴィの気持ちは考えてあげないの？　五年前にも言ったはずだよ。私はアーヴィにもう傷付いて欲しくないんだ」
　五年前と同じ言葉に、あの日交わした口づけが想起される。そして、溢れ出た自分の想いを遠ざけられた記憶も。
「ミュラは……」
　一瞬言い淀んだが、ミュラの瞳を見据えながら続ける。
「ミュラはそれでいいの？　僕は誰よりもミュラを大切に思ってる。だから、ミュラにも自分の気持ちを諦めることで傷付いて欲しくないんだ」
「ズルイ言い方するようになったね」
　だが、その目に非難の色はない。あの時、ミュラの気持ちを問うた時にも見えた、苦悩の色がそこに浮かんでいた。「これ以上追いつめないで」その時の言葉が脳裏によみがえり、ナナスの心を締め付ける。
　ミュラはずいぶんと明るくなった空を見ながら長く息を吸うと、小さく一度だけ、その空気を吐き出した。そして、ナナスを見る。
「どんな言い方されても、答えは変わらないよ。……ナナス。あんたはアーヴィと一緒になりな。それが、私の望みだから」
　朝日がミュラの顔を照らす。ナナスははっきりと動く意志の強い口元と、その表情、瞳、全てをきちんとその目で見つめていた。
「やっぱり、辛そうな顔してる」
　あの時は、逆行の中で捉えることの出来なかった表情が、今は鮮明な像を結んで瞳に映っている。
「そんなことないよ」
　呟くように言って、ミュラはナナスから目を逸らした。
「ミュラ」
　その声は、ミュラの背後から聞こえてきた。ナナスと同様に、自分の全てをかけて見守ってきた少女の声。五年前、自分の気持ちを殺して送り出した……
「アーヴィ……」
　ミュラが振り向く。彼女は、見知らぬ青年とともに、そこに立っていた。
　
　
　
　
　五年ぶりに会ったアーヴィは、少女だった頃の名残を残しながらも、彼女に流れた月日はその身体や表情を成長させ、女性としての美しさを存分に湛えていた。それは、花開き匂い立つ寸前のつぼみを思わせた。
　その横に立つ青年は、アーヴィと、彼女に視線を向けるミュラとナナスとを優しげな眼差しで見つめていた。
「私ね……結婚するの」
　その顔は、今この場を覆う澄んだ朝の空気に同化してしまいそうなほど、晴れやかだった。
「アーヴィ……あなた……」
　言いたいことはあるはずなのに、言葉にならない。
「ううん。違う。ナナスが振り向いてくれないから代わりにこの人を選んだわけじゃないの。五年前は……ううん、二年くらい前まで、やっぱりナナスが好きだった。でもね、ママトトを出て、ナナスと一緒に色んな経験して、私の知らないナナスや、私自身や、社会のことを知っていったら、いつの間にか、大切な人が側にいたの。決して、無理して諦めたんじゃない。私は私のまま、この人を好きになって……そして、ずっと一緒にいたい。そう思えるようになった。だからね……」
　そこで、アーヴィは一呼吸置いた。
「お姉ちゃんは、お姉ちゃんの幸せを考えて。……私は、もう大丈夫だから」
　あの頃からは想像も出来ないはっきりとした口調で、アーヴィはそう告げた。見つめると、アーヴィは微笑んで、大きく、ゆっくりと頷いた。
　ナナスに向き直る。朝日に目が潤む。
　
　白銀の青年は手を差し伸べていた。ミュラはそっと、その手を取った。
　
　抱き締められる。知らぬ間に、彼の胸は温かく、自分を包んでくれるほどになっていた。顔を埋め、目を閉じる。
　そのまま、五年間の遠回りを埋めるように、長い間、抱き合っていた。
　
平成二十一年六月七日
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